
  

 

第１５０９回 例会 ２０２３年 (令和５年) ９月１１日 

（基本的教育と識字率向上月間/ロータリーの友月間）  

 

前回（９月４日）例会記録  

◇プログレス 小島 常男 副ＳＡＡ 

 

１．来客紹介  中西 弘明 親睦委員 

 ゲスト： １名 地区外： ０名 地区内： ３名 合計 ４名 

 ゲスト： 米山奨学生 ヴートゥイユーン 様 

 

２．９月お誕生月会員お祝い 

 

 澤田 宗久 会員 （９月 1日） 

 中井  崇 会員  （９月１７日） 

 

 

 

 

３．会長の時間  「基本的教育と識字率向上」  林   拓 会長 

今日から 9月です。9月は基本的教育と識字率向上月間です。月間に相応しい行動をお願い致します。 

識字率について少し調べてみました。識字率とは、文字の読み書きや文章を理解できる能力がある人の割合のことです。 

本日のプログラム                        （本日のプログレス 小島 常男 副ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「船場ソング」 

○ 会長の時間  〇 幹事報告  〇 委員会報告  〇 ニコニコ箱報告  〇 出席報告 

○ 卓 話  国際ロータリー 第 2660地区 ガバナー 延原 健二様 

○ 事前懇談会 ６階「橘の間」 １１：３０～１２：２０ 

○ ＩＭサポートチーム会議 ６階「橘の間」 １３：３０～１５：００ 

・ニューシネマパラダイス 

・愛のテーマ 

・ニューヨークシティセレナーデ 

・ル・ローヌ 



 

ユネスコでは、識字率を「日常生活の簡単な内容についての読み書きができる 15歳以上の人口の割合」と定義づけていま

す。現在、世界には 7億 7500万人の非識字者がいるとされており、その数はなんと日本人口の約 7倍で世界人口の１７％

です。 

識字率の主だった上位と下位は以下の通りです。 

1 リヒテンシュタイン 100% 

1北朝鮮(2008年)100% 

1ノルウェー100% 

1バチカン市国100% 

1フィンランド(2000年)100% 

1ルクセンブルク(2000年)100% 

1グリーンランド(2001年)100% 

28日本(2002年)99.0% 

世界平均 85.9% 

214ニジェール(2005年)28.7% 

216アフガニスタン(2000年)28.1% 

217南スーダン(2009年)27.0% 

ヨーロッパ・中央アジアの国は 100%、東アジア・太平洋諸国・ラテンアメリカ・カリブ海諸国は 99%の識字率となっています。 

しかし、これだけ多くの国で識字率が高いにもかかわらず、世界全体の識字率は男性 92%、女性 88%と低いです。なぜなら、

後発発展途上国の識字率は、男性 81%、女性 73%と低いからです。統計を取った年が違ったり、統計の対象でない国も 

あったりしますが、識字率ワースト 10か国では 50%以上の人が非識字者です。識字率が低い国には発展途上国ばかりで、 

貧困の悪循環となっています。 

農村部や貧困地域には、教育を受けるための学校がありません。ユネスコによると、学校に行けない 6～14歳の子どもが 

世界に約1億2100万人いるとされています。一番近い学校まで何時間も歩かなければならず、通学を諦める子どもは 

少なくありません。また、学校があっても教える先生がいない問題もあります。その他、「女性は勉強をするものではない」と 

いった女性差別から教育を受けさせてもらえない国や地域も多いです。 

文字の読み書きができないことで安定した職業に就くことができず、貧困から抜け出す機会を失います。文字が読めないと

仕事に必要な技術や能力を身に付けられず、安定した仕事に就くことができません。文字を使わない仕事に限定される 

ため、単調な仕事や命の危険にさらされる仕事に就かざるを得ない人もいます。つまり、識字率が低い国ほど貧困に 

陥ってしまいます。識字率が低いままだと、国における貧困の格差は埋まらないでしょう。 

R Iは「地域社会が自力で学校を支える」「教育における性差別を減らす」「成人の識字率を向上させる」などの支援を目標に

掲げています。活動事例として、「学校を作る」「成人のための教育・新しい教授法の導入」「学校における水と衛生設備の 

改善」「成人のための教育」などを紹介しています。 

次週は延原ガバナー公式訪問となっていますが、ガバナーも私たちは「世界を変える行動人」です。と仰っています。 

基本的教育と識字率向上に向けた行動をお願いできますと幸いです。 

 

４．米山奨学金授与 

 

林会長より、米山奨学生のヴートゥイユーンさんへ奨学金が授与されました。 

その後、簡単にご挨拶をしていただきました。 

 

 

 



 

５．新入会員入会式 

 

本日入会された盆子原稔博会員に林会長よりエンブレムが授与されました。 

その後、簡単にご挨拶をしていただきました。 

 

 

 

６．ニコニコ報告  吉本  力 親睦委員 

宮原 会員・・・・本日卓話です。よろしくお願い致します。 

岩崎 会員・・・・片岡委員長、大変申し訳ございませんでした‼ 

盆子原 会員・・・・よろしくお願いします。 

小島、新川、中西、大島、中井、天野、竹内、吉本、井澤、篠藤、甚田、山川、俣野、澤田、岡本茂、大嶋、 

片岡、岡野、林、坂本、原山、伊藤、藤井、北野、岡本（真）、中村、松村、野田、 

  各会員・・・・9月 1日は防災の日でした 防災の備えはできていますか？ 

澤田、中井、両会員・・・・９月お誕生月 

俣野、岡本茂、大磯、各会員・・・・9月創立記念日 

岡本茂、天野、両会員・・・・9月結婚記念日 

 

７．出席報告  小島 常男 副ＳＡＡ 

会員総数 ３９名 出席率計算会員数 ３８名 出席会員数 ３４名（オンライン１名） 出席率 ８９％ 

第１５０５回（８月７日） 修正出席率 １００％ 

 

８．卓 話   宮原  彰 会員 

 

小生、１９９５年 1月化学品の商社としてセントラルテクノ株会社を設立、今日に至っております。 

俗に申します、脱サラです。 

創業の時、1月 16日に阪神淡路大震災にみまわれ、大変な状況の中での船出となりました。 

阪神淡路大震災のため国産品の流通が滞り、以前から交流のありました、韓国・中国、東南アジア 

からの輸入品を取り扱うことに致しました。 

それ以来、今日まで中国・蘇州 と 韓国・安養に連絡事務所を設け情報の取集に努めております。 

この様な状況のおり、関西TLOを通して、大阪大学の有機顔料、開発のテーマを頂きましたのが、蛍光体ルミシスの開発 

です。 

1) ルミシスを用いた製品を、大学や研究機関へ紹介      

① ルミシス         有機顔料・希土類類化合物 

② サンルミシス      発光インク 塗料 

③ ルミシス マーカー  水の流れ、気体の流れの可視化 

④ ルミシスマニキュア  クリスチャンデォオールにて採用 

⑤  ルミシス レーザー 紫外線照射機器 

⑥  

1) ルミシスの原料はレアメタル（希少金属） 

赤色―  Eu ユウロピウム  緑色― Tb テルビュユム 青色― Ce セリウム  ３色を中国から輸入。 

 

 



 

２） レアメタル（希少金属）の定義 

① 埋蔵量が少なく、採掘や精製コストが高いなどの理由で流通が限られている非鉄金属の総称。 

②最近の科学技術を支えるために必要な金属 

③元素の周期律表 最下位 N0５７－７１に位置 

３） レアメタルについては中国当局から、日本に対し輸出制限を行うため、日本ではパソコン等の電化製品からの回収を 

図っている。 

４） 当社は中国甘粛の甘粛稀土新材料有限公司より購入する。 

工場の従業員 ２０００名、町の人口２万人 。 

５） 甘粛省はレアメタルの世界の５０％の埋蔵量を有し、近隣から岩塩を産出するため、この岩塩からアルカリ・塩酸を利用 

⇒周囲全域、土の山で、草木も生えない土漠地帯 

６） 特許出願 ・商票（商業登録）について 

各種ルミシスを用いた商品を販売するため、各々の用途に合った商標の登録を行う。 

① ルミシス マーカー   気体、流体の可視化 

アメリカ ＥＵ諸国 中国  登録済み 

② 韓国  同じ名称に別の商品が存在するため登録出来ず。  

◎ 商標の権利は商品の販売を行う上で重要な条件となる。 

当社は世界の大学や研究機関に、ルミシス商品を使っていただくために、極力特許出願を行っております。 

◎ ９月２日の日本経済新聞に「知財重視の姿勢問う」 

内容は、特許「国際出願」コスト上昇、 記事の掲載。 

特許は発明者に国が独占権を与えて保護する制度で、一日でも早く特許庁に出願した者が、特許を受けられる 

可能性が高い。特許は国ごとの権利なので、同じ内容でも国ごとに出願するのが原則だが、同じ日に複数の国の 

特許庁に出願するのは大変だ。そこで特許協力条約（P C T）に基づく、P C T 出願と呼ばれる国際出願が使われる。 

日本企業は２０００年代半ばまで世界最多の４０万件超の特許を国内で出願していたが、２０２０年には３０万件を切った。

一方で国際出願は増やしている。２０００年の約１万件が２０２０～２２年は約５万件の規模だ。 

事業がグローバル化し国内出願を抑えてでも、国際出願する企業が増えている。           

グローバル競争を勝ち抜くには、各国で特許を確保し、競争相手との戦いを有利に進める必要がある。 

国際出願件数で中国は２０１９年にアメリカを抜き４年連続で１位、韓国も日本を追っている。 

◎ グローバル化した経済活動に於いて、競争に勝ち抜くためには、特許は必要不可欠な条件で有ることは理解 

出来ます。しかし、特許は各々の国での権利を獲得する手段であり、我々零細企業に取っては、各々の国へ特許を 

出願することは大きな負担となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月度理事会報告 

令和５年９月４日（月） 於：ホテル日航大阪 １３：４０～１４:４０ 

 【承認事項】 

１、 9 月度会計報告 承認  

２、 秋田豪雨災害支援 個人預かり金から 1 人当たり 2 千円  承認 

３、 ホームページ改訂の件  承認  



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

                                            ・・・ ガバナー月信 7月号より ・・・ 

 

          ☆次回９月２５日（月）例会予定 

          ・委員会卓話：会報広報 

          ・イニシエーションスピーチ：盆子原会員 

          ・親睦委員会 ４階「藤の間」 １３：４０～１４:４０ 

 



 

 

 

 

 

 

                            


